
令和７年度  第３回  美瑛町地域自立支援協議会議案  

 

  と き 令和８年３月２５日 午後６時００分～ 

ところ 美瑛町役場１階第１会議室     

  

１ 開  会 

 

 

 

２ 議  題 

 

（１）第８期美瑛町障がい福祉計画及び第４期美瑛町障がい児福祉計画について【資

料１】 

 

 

（２）精神障害にも対応した地域包括ケアシステムの構築について【資料２】 

 

 

 

（３）令和８年度美瑛町地域自立支援協議会の活動予定について 

  ・第１０回スポーツ交流会の開催日について 

   候補日：令和８年１２月４日（金）午後 ※障がい者週間に合わせて開催 

 

 

  ・協議会委員視察研修、障がい学習会（勉強会）について 

    

 

 

 

（４）その他 

  ・地域生活支援拠点等の整備について 

  ・情報提供：映画「ぼくが生きてる、ふたつの世界」について【資料３】 

 

 

３ 閉  会 



第８期美瑛町障がい福祉計画・第４期美瑛町障がい児福祉計画 

策定スケジュール 

 

１．策定に係る法的根拠 

１）市町村障がい福祉計画策定の根拠  ※３年計画  

  障害者総合支援法第８８条第１項 

 

 

 

 

 ２）市町村障がい児福祉計画策定の根拠 ※３年計画 

  児童福祉法３３条の２０ 

 

 

 

 

  

２．計画策定のスケジュール 

  主な作業内容 時     期 

地域自立支援協議会（アンケート調査） 令和８年７月 

アンケート調査の実施 令和８年８月～９月 

地域自立支援協議会（アンケート結果、計画案の審議等） 令和８年１０月 

健康と福祉のまちづくり会議（経過報告） 令和８年１２月 

議員協議会（計画案概要について説明） 令和９年２月 

町民コメントの実施 令和９年２月～３月 

地域自立支援協議会（計画案の策定） 令和９年３月 

計画書の印刷、配布 令和９年３月３１日 

 

３．アンケート調査の実施 

  障がい者手帳（身体障害者手帳、療育手帳、精神保健福祉手帳）を所持している者のうち、無作

為で抽出した２００名に対し、アンケート調査を実施する予定。 

 市町村は、基本指針に即して、障害福祉サービス、相談支援及び地域生活支援事業の提供体

制の確保に関する計画（以下「市町村障害福祉計画」という。）を定めるものとする。 

 

 市町村は、基本指針に即して、障害児通所支援及び障害児相談支援の提供体制の確保その他

障害児通所支援及び障害児相談支援の円滑な実施に関する計画（以下「市町村障害福祉計画」

という。）を定めるものとする。 

資料１ 
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美瑛町
びえいちょう

障
しょう

がい福祉
ふ く し

計画
けいかく

策定
さくてい

のため

のアンケート調査表
ちょうさひょう

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

美瑛町
びえいちょう

・美瑛町
びえいちょう

地域
ち い き

自立
じ り つ

支援協
しえんきょう

議会
ぎ か い
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障害
しょうがい

福祉
ふ く し

に関
かん

するアンケート調査へのご協
きょう

力
りょく

のお願
ねが

い 
 

  日頃
ひ ご ろ

より美瑛町
びえいちょう

の福祉
ふ く し

行政
ぎょうせい

にご理
り

解
かい

・ご協
きょう

力
りょく

をいただき、ありがとうございま

す。 

  美瑛町
びえいちょう

では現在
げんざい

、令和
れ い わ

６年度
ね ん ど

～令和
れ い わ

８年度
ね ん ど

までの「第７期
だ い  き

障
しょう

がい福祉
ふ く し

計画
けいかく

」

「第３期
だ い  き

障
しょう

がい児
じ

福祉
ふ く し

計画
けいかく

」の策定
さくてい

に向
む

けた取
と

り組
く

みを進
すす

めています。そのため、

町民
ちょうみん

の皆
みな

さまの福祉
ふ く し

サービスの利用
り よ う

実態
じったい

や福祉
ふ く し

に関
かん

する意識
い し き

、意向
い こ う

などを把握
は あ く

し、

計画
けいかく

策定
さくてい

に役立
や く だ

てるため障
しょう

がい者
しゃ

施策
し さ く

に関
かか

わっている方
かた

の中
なか

から、無作為
む さ く い

に選
えら

ば

せていただいた方
かた

を対象
たいしょう

にアンケートを実施
じ っ し

することになりました。 

  この調査
ちょうさ

は、無記名
む き め い

でご回
かい

答
とう

いただきますので、回答
かいとう

された方
かた

が特定
とくてい

されたり、

個人
こ じ ん

の回答
かいとう

内容
ないよう

が明
あき

らかにされたりすることはありません。調査票
ちょうさひょう

は美瑛町
びえいちょう

個人
こ じ ん

情報
じょうほう

保護
ほ ご

条例
じょうれい

にしたがい、適切
てきせつ

な管理
か ん り

をいたします。 

  また、ご回
かい

答
とう

いただいた内容
ないよう

は、計画
けいかく

策定
さくてい

のための基礎
き そ

資料
しりょう

としてのみ使用
し よ う

し、

その他
た

の目的
もくてき

で使
つか

われることは一切
いっさい

ありません。調査
ちょうさ

の趣旨
し ゅ し

をご理
り

解
かい

いただき、ご

協
きょう

力
りょく

くださいますようお願
ねが

いいたします。 

 

令和５年
ねん

８月
がつ

 美瑛町
びえいちょう

 

 

＜記入
きにゅう

要領
ようりょう

＞ 

・宛名
あ て な

のご本
ほん

人
にん

が直接
ちょくせつ

回答
かいとう

いただくことが難
むずか

しい場合
ば あ い

には、家族
か ぞ く

や介護者
か い ご し ゃ

の方
かた

など

が、ご本
ほん

人
にん

の意向
い こ う

を尊重
そんちょう

して記入
きにゅう

してください。 

・質問
しつもん

への回答
かいとう

方法
ほうほう

は、それぞれ質問
しつもん

文
ぶん

に記載
き さ い

していますので、質問
しつもん

文
ぶん

をよく読
よ

んで

お答
こた

えください。 

・記入
きにゅう

が終
お

わりましたら、９月
がつ

２２日
にち

（金
きん

）までに同封
どうふう

の返信用
へんしんよう

封筒
ふうとう

を使
つか

ってご返
へん

送
そう

ください。 

・このアンケート調査
ちょうさ

へのご質
しつ

問
もん

などは、下記
か き

までお問
と

い合
あ

わせください。 

 

【問
と

い合
あ

わせ先
さき

】 

 

 

 

美瑛町
びえいちょう

役場
や く ば

 保健
ほ け ん

福祉課
ふ く し か

 福祉係
ふくしかかり

 

電 話
で ん わ

：０１６６－９２－４３３８ 

F A X：０１６６－９２－１１１５ 

Eメール：hoken_fukushi@town.biei.hokkaido.jp 
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障害
しょうがい

福祉
ふ く し

に関
かん

するアンケート調査
ちょうさ

 

調査票
ちょうさひょう

 
 

問
とい

１ お答
こた

えいただくのは、どなたですか。（○は１つだけ） 

１．本人
ほんにん

（この調査票
ちょうさひょう

が郵送
ゆうそう

された宛名
あ て な

の方
かた

） 

２．本人
ほんにん

の家族
か ぞ く

 

３．家族
か ぞ く

以外
い が い

の介助者
かいじょしゃ

 

※これ以降
い こ う

、この調査票
ちょうさひょう

が郵送
ゆうそう

された宛名
あ て な

の方
かた

を「あなた」とお呼
よ

びしますので、ご本人
ほんにん

（こ

の調査票
ちょうさひょう

の対象者
たいしょうしゃ

：障
しょう

害
がい

のある方
かた

）の状 況
じょうきょう

などについて、お答
こた

えください。 

 

あなた（宛名
あ て な

の方
かた

）の性別
せいべつ

・年齢
ねんれい

・ご家族
か ぞ く

などについてお聞
き

き

します。 

問
とい

２ あなたの年齢
ねんれい

をお答
こた

えください。（令和
れ い わ

５年
ねん

４月
がつ

１日
にち

現在
げんざい

） 

 

満
まん

  歳
さい

 

 

問
とい

３ あなたの性別
せいべつ

をお答
こた

えください。（○は１つだけ） 

１．男性
だんせい

 ２．女性
じょせい

 

 

問
とい

４ あなたがお住
す

まいの地域
ち い き

はどこですか。（○は１つだけ） 

１．市街地
し が い ち

 

２．市街地
し が い ち

以外
い が い

 

３．町内
ちょうない

の施設
し せ つ

等
とう

 

４．町外
ちょうがい

の施設
し せ つ

等
とう

 

 

問
とい

５ 現在
げんざい

、あなたが一緒
いっしょ

に暮
く

らしている人
ひと

は、どなたですか。（あてはまるものす

べてに○） 

１．父母
ふ ぼ

・祖父母
そ ふ ぼ

・兄弟
きょうだい

 

２．配偶者
はいぐうしゃ

（夫
おっと

または妻
つま

） 

３．子
こ

ども  

４．その他
た

（           ） 

５．いない（一人
ひ と り

で暮
く

らしている） 

※グループホーム、入所
にゅうしょ

施設
し せ つ

等
とう

を利用
り よ う

されている方
かた

は「５．」としてください。 
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問
とい

６ 日常
にちじょう

生活
せいかつ

で、次
つぎ

のことをどのようにしていますか。①から⑩のそれぞれにお答
こた

えください。（①から⑩それぞれに○を１つ） 

項
こう

   目
もく

 
ひとりで 

できる 

一部
い ち ぶ

介助
かいじょ

が 

必要
ひつよう

 

全部
ぜ ん ぶ

介助
かいじょ

が 

必要
ひつよう

 

① 食事
しょくじ

 １ ２ ３ 

② トイレ １ ２ ３ 

③ 入浴
にゅうよく

 １ ２ ３ 

④ 衣服
い ふ く

の着脱
ちゃくだつ

 １ ２ ３ 

⑤ 身
み

だしなみ １ ２ ３ 

⑥ 家
いえ

の中
なか

の移動
い ど う

 １ ２ ３ 

⑦ 外出
がいしゅつ

 １ ２ ３ 

⑧ 家族
か ぞ く

以外
い が い

の人
ひと

との意思
い し

疎通
そ つ う

 １ ２ ３ 

⑨ お金
かね

の管理
か ん り

 １ ２ ３ 

⑩ 薬
くすり

の管理
か ん り

 １ ２ ３ 

 

（問
とい

６で「一部
い ち ぶ

介助
かいじょ

が必要
ひつよう

」または「全部
ぜ ん ぶ

介助
かいじょ

が必要
ひつよう

」と答
こた

えた方
かた

） 

問
とい

７ あなたを介助
かいじょ

してくれる方
かた

は主
おも

に誰
だれ

ですか。（あてはまるものすべてに○） 

１．父母
ふ ぼ

・祖父母
そ ふ ぼ

・兄弟
きょうだい

 

２．配偶者
はいぐうしゃ

（夫
おっと

または妻
つま

） 

３．子
こ

ども  

５．ホームヘルパーや施設
し せ つ

の職員
しょくいん

 

６．その他
た

の人
ひと

 

 

（問
とい

７で１．２．３．と答
こた

えた方
かた

） 

問
とい

８ あなたを介助
かいじょ

してくれる家族
か ぞ く

で、特
とく

に中心
ちゅうしん

となっている方
かた

の年齢
ねんれい

、性別
せいべつ

、健康
けんこう

状態
じょうたい

をお答
こた

えください。 
 

① 年齢
ねんれい

（令和
れ い わ

５年
ねん

4月
がつ

1日
にち

現在
げんざい

） 

満
まん

  歳
さい

 

 

②性別
せいべつ

（○は１つだけ） 

１．男性
だんせい

 ２．女性
じょせい

 

 

③健康
けんこう

状態
じょうたい

（○は１つだけ） 

１．よい ２．ふつう ３．よくない 
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あなたの 障
しょう

害
がい

の 状 況
じょうきょう

についてお聞
き

きします。 

問
とい

９ あなたは身体
しんたい

障害者
しょうがいしゃ

手帳
てちょう

をお持
も

ちですか。（○は１つだけ） 

１．1級
きゅう

 

２．2級
きゅう

 

３．3級
きゅう

 

４．4級
きゅう

 

５．5級
きゅう

 

６．6級
きゅう

 

７．持
も

っていない 

 

 

問
とい

10 身体
しんたい

障害者
しょうがいしゃ

手帳
てちょう

をお持
も

ちの場合
ば あ い

、障害
しょうがい

をお答
こた

えください。 

（○は１つだけ） 

１．視覚
し か く

障害
しょうがい

 

２．聴覚
ちょうかく

障害
しょうがい

 

３．盲
もう

ろう（視覚
し か く

障害
しょうがい

と聴覚
ちょうかく

障害
しょうがい

の 

重複
ちょうふく

） 

４．音声
おんせい

・言語
げ ん ご

・そしゃく機能
き の う

障害
しょうがい

 

５．肢体
し た い

不自由
ふ じ ゆ う

（上肢
じょうし

） 

６．肢体
し た い

不自由
ふ じ ゆ う

（下肢
か し

） 

７．肢体
し た い

不自由
ふ じ ゆ う

（体
たい

幹
かん

） 

８．内部
な い ぶ

障害
しょうがい

（１～７以外
い が い

） 

 

問
とい

11 あなたは療育
りょういく

手帳
てちょう

をお持
も

ちですか。（○は１つだけ） 

１．Ａ判定
はんてい

 ２．Ｂ判定
はんてい

 ３．持
も

っていない  

 

問
とい

12 あなたは精神
せいしん

障害者
しょうがいしゃ

保健
ほ け ん

福祉
ふ く し

手帳
てちょう

をお持
も

ちですか。（○は１つだけ） 

１．1級
きゅう

 ２．2級
きゅう

 ３．3級
きゅう

 ４．持
も

っていない 

 

問
とい

13 あなたは難病
なんびょう

（特定
とくてい

疾患
しっかん

）の認定
にんてい

を受
う

けていますか。（○は１つだけ） 

※難病
なんびょう

（特定
とくてい

疾患
しっかん

）とは、パーキンソン病
ぱ ー き ん そ ん び ょ う

や潰瘍性
かいようせい

大腸炎
だいちょうえん

などの治療法
ちりょうほう

が確立
かくりつ

していない疾病
しっぺい

、その他
た

の特殊
とくしゅ

な疾
しっ

病
ぺい

をいいます。 

１．受
う

けている ２．受
う

けていない 

 

問
とい

14 あなたは発達
はったつ

障害
しょうがい

として診断
しんだん

されたことがありますか。（○は１つだけ） 

※発達
はったつ

障害
しょうがい

とは、自閉症
じへいしょう

、アスペルガー
あ す ぺ る が ー

症候群
しょうこうぐん

、その他
た

の広汎性
こうはんせい

発達
はったつ

障害
しょうがい

、

学習
がくしゅう

障害
しょうがい

、注意欠陥多動
ちゅういけっかんたどう

性
せい

障害
しょうがい

などをいいます。 

１．ある ２．ない 

 

問
とい

15 あなたは高次
こ う じ

脳
のう

機能
き の う

障害
しょうがい

として診断
しんだん

されたことがありますか。 

（○は１つだけ） 
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※高次
こ う じ

脳
のう

機能
き の う

障害
しょうがい

とは、一般
いっぱん

に、外傷性
がいしょうせい

脳
のう

損傷
そんしょう

、脳
のう

血管
けっかん

障害
しょうがい

などにより脳
のう

に

損傷
そんしょう

を受
う

けその後遺症
こういしょう

等
とう

として生
しょう

じた記憶
き お く

障害
しょうがい

、注意
ちゅうい

障害
しょうがい

、社会的
しゃかいてき

行動
こうどう

障害
しょうがい

、失語
し つ ご

などの認知
に ん ち

障害
しょうがい

等
とう

を指
さ

すものとされており、具体的
ぐたいてき

には「会話
か い わ

が

うまくかみ合
あ

わない」などの症 状
しょうじょう

があります。 

１．ある ２．ない 

 

【問
とい

１５で「ある」を選択
せんたく

された方
かた

がお答え
こた

ください】 

問
とい

１６ その関連
かんれん

障害
しょうがい

をお答えください。（あてはまるものすべてに○） 

１．視覚
し か く

障害
しょうがい

 

２．聴覚
ちょうかく

障害
しょうがい

 

３．音声
おんせい

・言語
げ ん ご

・そしゃく機能
き の う

障害
しょうがい

 

４．肢体
し た い

不自由
ふ じ ゆ う

（上肢
じょうし

） 

５．肢体
し た い

不自由
ふ じ ゆ う

（下肢
か し

） 

６．肢体
し た い

不自由
ふ じ ゆ う

（体
たい

幹
かん

） 

７．内部
な い ぶ

障害
しょうがい

（１～６以外
い が い

） 

 

 

問
とい

17 あなたは強度
きょうど

行動
こうどう

障害
しょうがい

があると言
い

われたことはありますか。 

  （○は１つだけ） 

 ※強度
きょうど

行動
こうどう

障害
しょうがい

とは、自傷
じしょう

、他傷
たしょう

、こだわり、もの壊
こわ

し、睡眠
すいみん

の乱れ
み だ れ

、異食
いしょく

、多動
た ど う

など本人
ほんにん

や周囲
しゅうい

の人
ひと

のくらしに影響
えいきょう

を及
およ

ぼす行動
こうどう

が、 著
いちじる

しく高
たか

い頻度
ひ ん ど

で起
お

こ

るため、特別
とくべつ

に配慮
はいりょ

された支援
し え ん

が必要
ひつよう

になっている状態
じょうたい

のことをいいます。

障害
しょうがい

福祉
ふ く し

サービス等
とう

を利用
り よ う

している方
かた

で重度
じゅうど

障害者
しょうがいしゃ

支援
し え ん

加算
か さ ん

の対象
たいしょう

となって

いる場合
ば あ い

や、外出
がいしゅつ

支援
し え ん

で行動
こうどう

援護
え ん ご

を利用
り よ う

している場合
ば あ い

、医師
い し

や療育
りょういく

機関
き か ん

等
とう

から

指摘
し て き

されたことがある場合
ば あ い

等
とう

は「１」としてください。 

１．ある ２．ない 

 

問
とい

1８ あなたが現在
げんざい

受
う

けている医療
いりょう

の内容
ないよう

をご回
かい

答
とう

ください。 

（あてはまるものすべてに○） 

１．気管
き か ん

切開
せっかい

 

２．人工
じんこう

呼吸器
こ き ゅ う き

（レスピレーター） 

３．吸 入
きゅうにゅう

 

４．喀痰
かくたん

吸引
きゅういん

 

５．胃
い

ろう栄養
えいよう

・腸
ちょう

ろう栄養
えいよう

 

  ・食道
しょくどう

ろう栄養
えいよう

 

６．鼻腔
び く う

栄養
えいよう

 

７．中心
ちゅうしん

静 脈
じょうみゃく

栄養
えいよう

（ＩＶＨ
あいぶいえいち

） 

８．透析
とうせき

 

９．留置
りゅうち

カテーテル 

１０．ストマ（人工
じんこう

肛門
こうもん

・人工
じんこう

膀胱
ぼうこう

） 

１１．服薬
ふくやく

（内服薬
ないふくやく

・外用
がいよう

薬
やく

） 

１２．その他
た

（           ） 
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住
す

まいや暮
く

らしについてお聞
き

きします。 

問
とい

1９ あなたは現在
げんざい

どのように暮
く

らしていますか。（○は１つだけ） 

１．一人
ひ と り

で暮
く

らしている 

２．家族
か ぞ く

と暮
く

らしている 

３．グループホームで暮
く

らしている 

４．福祉
ふ く し

施設
し せ つ

（障害者
しょうがいしゃ

支援
し え ん

施設
し せ つ

、高齢者
こうれいしゃ

施設
し せ つ

）で暮
く

らしている 

５．病院
びょういん

に入院
にゅういん

している 

６．その他
た

（                               ） 

 

【問
とい

２０及
およ

び問
とい

２１は、問
とい

1９で４．又
また

は５．を選択
せんたく

した場合
ば あ い

にお答
こた

えください。】 

問
とい

２０ あなたは今後
こ ん ご

３年
３ ね ん

以内
い な い

に、地域
ち い き

で生活
せいかつ

したいと思
おも

いますか。（○は１つだけ） 

１．今
いま

のまま生活
せいかつ

したい 

２．グループホームなどを利用
り よ う

したい 

３．家族
か ぞ く

と一緒
いっしょ

に生活
せいかつ

したい 

４．一般
いっぱん

の住宅
じゅうたく

で一人
ひ と り

暮
ぐ

らしをしたい 

５．その他
た

（                               ） 

 

問
とい

２１ 地域
ち い き

で生活
せいかつ

するためには、どのような支援
し え ん

があればよいと思
おも

いますか。 

（あてはまるものすべてに○） 

１．在宅
ざいたく

で医療
いりょう

ケアなどが適切
てきせつ

に得
え

られること 

２．障害者
しょうがいしゃ

に適
てき

した住居
じゅうきょ

の確保
か く ほ

 

３．必要
ひつよう

な在宅
ざいたく

サービスが適切
てきせつ

に利用
り よ う

できること 

４．生活
せいかつ

訓練
くんれん

の充実
じゅうじつ

 

５．経済的
けいざいてき

な負担
ふ た ん

の軽減
けいげん

 

６．相談
そうだん

対応
たいおう

の充実
じゅうじつ

 

７．地域
ち い き

住民
じゅうみん

の理解
り か い

 

８．情報
じょうほう

の取得
しゅとく

利用
り よ う

や意思
い し

疎通
そ つ う

についての支援
し え ん

 

９．その他
た

（                               ） 
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日中
にっちゅう

活動
かつどう

や就労
しゅうろう

についてお聞
き

きします。 

問
とい

2２ あなたは、１週間
しゅうかん

にどの程度
て い ど

外出
がいしゅつ

しますか。（○は１つだけ） 

１．毎日
まいにち

外出
がいしゅつ

する 

２．１週間
しゅうかん

に数回
すうかい

外出
がいしゅつ

する 

３．めったに外出
がいしゅつ

しない 

４．まったく外出
がいしゅつ

しない 

 

【問
とい

2３から問
とい

2５は、問
とい

2２で、４．以外
い が い

を選択
せんたく

した場合
ば あ い

にお答
こた

えください。】 

問
とい

2３ あなたが外出
がいしゅつ

する際
さい

の主
おも

な同伴者
どうはんしゃ

は誰
だれ

ですか。（○は１つだけ） 

１．父母
ふ ぼ

・祖父母
そ ふ ぼ

・兄弟
きょうだい

 

２．配偶者
はいぐうしゃ

（夫
おっと

または妻
つま

） 

３．子
こ

ども 

４．ホームヘルパーや施設
し せ つ

の職員
しょくいん

 

５．その他
た

の人
ひと

（ボランティア等
とう

） 

６．一人
ひ と り

で外出
がいしゅつ

する 

 

問
とい

2４ あなたは、どのような目的
もくてき

で外出
がいしゅつ

することが多
おお

いですか。 

（あてはまるものすべてに○） 

１．通勤
つうきん

・通学
つうがく

・通所
つうしょ

 

２．訓練
くんれん

やリハビリに行
い

く 

３．医療
いりょう

機関
き か ん

への受診
じゅしん

 

４．買
か

い物
もの

に行
い

く 

５．友人
ゆうじん

・知人
ち じ ん

に会
あ

う 

６．趣味
し ゅ み

やスポーツをする 

７．グループ活動
かつどう

に参加
さ ん か

する 

８．散歩
さ ん ぽ

に行
い

く 

９．その他
た

（            ） 

 

問
とい

2５ 外出
がいしゅつ

する時
とき

に困
こま

ることは何
なん

ですか。（あてはまるものすべてに○） 

１．公共
こうきょう

交通
こうつう

機関
き か ん

が少
すく

ない（ない） 

２．列車
れっしゃ

やバスの乗
の

り降
お

りが困難
こんなん

 

３．道路
ど う ろ

や駅
えき

に階段
かいだん

や段差
だ ん さ

が多
おお

い 

４．切符
き っ ぷ

の買
か

い方
かた

や乗換
の り か

えの方法
ほうほう

がわかりにくい 

５．外出先
がいしゅつさき

の建物
たてもの

の設備
せ つ び

が不便
ふ べ ん

（通路
つ う ろ

、トイレ、エレベーターなど） 

６．介助者
かいじょしゃ

が確保
か く ほ

できない 

７．外出
がいしゅつ

にお金
かね

がかかる 

８．周囲
しゅうい

の目
め

が気
き

になる 

９．発作
ほ っ さ

など突然
とつぜん

の身体
しんたい

の変化
へ ん か

が心配
しんぱい
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１０．困
こま

った時
とき

にどうすればいいのか心配
しんぱい

 

１１．その他
た

（                              ） 

 

問
とい

2６ あなたは、平日
へいじつ

の日中
にっちゅう

を主
おも

にどのように過
す

ごしていますか。（○は１つだけ） 

１．会社
かいしゃ

勤
つと

めや、自営業
じえいぎょう

、家業
かぎょう

などで収 入
しゅうにゅう

を得
え

て仕事
し ご と

をしている 

２．ボランティアなど、収 入
しゅうにゅう

を得
え

ない仕事
し ご と

をしている 

３．専業
せんぎょう

主婦
し ゅ ふ

（主夫
し ゅ ふ

）をしている 

４．福祉
ふ く し

施設
し せ つ

、作業所
さぎょうしょ

等
とう

に通
かよ

っている（就労
しゅうろう

継続
けいぞく

支援
し え ん

Ａ・B型
がた

、生活
せいかつ

介護
か い ご

も含
ふく

む） 

５．病院
びょういん

などのデイケアに通
かよ

っている 

６．リハビリテーションを受
う

けている 

７．自宅
じ た く

で過
す

ごしている 

８．入所
にゅうしょ

している施設
し せ つ

や病院
びょういん

等
とう

で過
す

ごしている         

９．大学
だいがく

、専門
せんもん

学校
がっこう

、職 業
しょくぎょう

訓練校
くんれんこう

などに通
かよ

っている 

１０．特別
とくべつ

支援
し え ん

学校
がっこう

（小中高
しょうちゅうこう

等部
と う ぶ

）に通
かよ

っている 

１１．一般
いっぱん

の高校
こうこう

、小中学校
しょうちゅうがっこう

に通
かよ

っている 

１２．幼稚園
よ う ち え ん

、保育所
ほ い く じ ょ

、障害児
しょうがいじ

通園
つうえん

施設
し せ つ

などに通
かよ

っている 

１３．その他
た

（                              ） 

 

【問
とい

2６で、１．を選択
せんたく

した場合
ば あ い

にお答
こた

えください。】 

問
とい

2７ どのような勤務
き ん む

形態
けいたい

で働
はたら

いていますか。（○は１つだけ） 

１．正職員
せいしょくいん

で他
た

の職員
しょくいん

と勤務
き ん む

条件
じょうけん

等
とう

に違
ちが

いはない 

２．正職員
せいしょくいん

で短時間
た ん じ か ん

勤務
き ん む

などの障害者
しょうがいしゃ

配慮
はいりょ

がある 

３．パート・アルバイトなどの非常勤
ひじょうきん

職員
しょくいん

、派遣
は け ん

職員
しょくいん

 

４．自営業
じえいぎょう

、農林
のうりん

水産業
すいさんぎょう

など 

５．その他
た

（                              ） 

 

【問
とい

2６で、１．以外
い が い

を選択
せんたく

した18～64歳
さい

の方
かた

にお聞
き

きします。】 

問
とい

2８ あなたは今後
こ ん ご

、収 入
しゅうにゅう

を得
え

る仕事
し ご と

をしたいと思
おも

いますか。（○は１つだけ） 

１．仕事
し ご と

をしたい 

２．仕事
し ご と

はしたくない、できない 
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問
とい

2９ 収 入
しゅうにゅう

を得
え

る仕事
し ご と

をするために、職 業
しょくぎょう

訓練
くんれん

などを受
う

けたいと思
おも

いますか。

（○は１つだけ） 

１．すでに職 業
しょくぎょう

訓練
くんれん

を受
う

けている 

２．職 業
しょくぎょう

訓練
くんれん

を受
う

けたい 

３．職 業
しょくぎょう

訓練
くんれん

を受
う

けたくない、受
う

ける必
ひつ

要
よう

はない 

 

問
とい

３０ あなたは、障害者
しょうがいしゃ

の就労
しゅうろう

支援
し え ん

として、どのようなことが必要
ひつよう

だと思
おも

いますか。 

（あてはまるものすべてに○） 

１．通勤
つうきん

手段
しゅだん

の確保
か く ほ

 

２．勤務
き ん む

場所
ば し ょ

におけるバリアフリーなどの配慮
はいりょ

 

３．短時間
た ん じ か ん

勤務
き ん む

や勤務
き ん む

日数
にっすう

等
とう

の配慮
はいりょ

               

４．在宅
ざいたく

勤務
き ん む

の拡充
かくじゅう

 

５．職場
しょくば

の上司
じょうし

や同僚
どうりょう

に障害
しょうがい

の理解
り か い

があること 

６．職場
しょくば

で介助
かいじょ

や援助
えんじょ

等
とう

が受
う

けられること 

７．就労後
しゅうろうご

のフォローなど職場
しょくば

と支援
し え ん

機関
き か ん

の連携
れんけい

 

８．企業
きぎょう

ニーズに合
あ

った就労
しゅうろう

訓練
くんれん

 

９．仕事
し ご と

についての職場外
しょくばがい

での相談
そうだん

対応
たいおう

、支援
し え ん

 

１０．その他
た

（                              ） 
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障害
しょうがい

福祉
ふ く し

サービス等
と う

の利用
り よ う

についてお聞
き

きします。 

問
とい

3１ あなたは障害
しょうがい

支援
し え ん

区分
く ぶ ん

の認定
にんてい

を受
う

けていますか。（○は１つだけ） 

１．区分
く ぶ ん

１ 

２．区分
く ぶ ん

２ 

３．区分
く ぶ ん

3 

４．区分
く ぶ ん

4 

５．区分
く ぶ ん

5 

６．区分
く ぶ ん

6 

７．受
う

けていない 

 

 

問
とい

3２ あなたは次
つぎ

のサービスを利用
り よ う

していますか。また、今後
こ ん ご

利用
り よ う

したいと考
かんが

え

ますか。（①から⑳のそれぞれについて、「現在
げんざい

利用
り よ う

しているか」と「今後
こ ん ご

利用
り よ う

し

たいか」の両方
りょうほう

を回答
かいとう

（番号
ばんごう

に○）してください） 

 

現
在

げ
ん
ざ
い

利
用

り

よ

う 

し
て
い
る

か 

今
後

こ

ん

ご

利
用

り

よ

う 

し
た
い
か 

利
用

り

よ

う

し
て
い

る 利
用

り

よ

う

し
て
い

な
い 

利
用

り

よ

う

し
た
い 

利
用

り

よ

う

し
な
い 

①居宅
きょたく

介護
か い ご

（ホームヘルプ） 

自宅
じ た く

で入浴
にゅうよく

や排
はい

せつ、食事
しょくじ

などの介助
かいじょ

を

行
おこな

うサービスです。 

１ ２ １ ２ 

②重度
じゅうど

訪問
ほうもん

介護
か い ご

 

重度
じゅうど

の障害
しょうがい

があり常
つね

に介護
か い ご

が必要
ひつよう

な方
かた

に、自宅
じ た く

で入浴
にゅうよく

や排
はい

せつ、食事
しょくじ

などの介助
かいじょ

や外出
がいしゅつ

時
じ

に移動
い ど う

の補助
ほ じ ょ

などを 行
おこな

うサー

ビスです。 

１ ２ １ ２ 

 

 

現
在

げ
ん
ざ
い

利
用

り

よ

う 

し
て
い
る

か 

今
後

こ

ん

ご

利
用

り

よ

う 

し
た
い
か 

利
用

り

よ

う

し
て
い

る 

利
用

り

よ

う

し
て
い
な

い 

利
用

り

よ

う

し
た
い 

利
用

り

よ

う

し
な
い 

③同行
どうこう

援護
え ん ご

 

視覚
し か く

障害
しょうがい

により移動
い ど う

が 著
いちじる

しく困難
こんなん

な方
かた

の外出
がいしゅつ

に同行
どうこう

し、移動
い ど う

の援護
え ん ご

などを行
おこな

う

サービスです。 

１ ２ １ ２ 
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④行動
こうどう

援護
え ん ご

 

知的
ち て き

障害
しょうがい

や精神
せいしん

障害
しょうがい

により行動
こうどう

が困難
こんなん

で常
つね

に介護
か い ご

が必要
ひつよう

な方
かた

に、行動
こうどう

するとき

必要
ひつよう

な介助
かいじょ

や外出
がいしゅつ

時
じ

の移動
い ど う

の補助
ほ じ ょ

などを

行
おこな

うサービスです。 

１ ２ １ ２ 

⑤重度
じゅうど

障害者
しょうがいしゃ

等
とう

包括
ほうかつ

支援
し え ん

 

寝たきり
ね た き り

の状態
じょうたい

など、常
つね

に介護
か い ご

が必要
ひつよう

な

方
かた

に、居宅
きょたく

介護
か い ご

、重度
じゅうど

訪問
ほうもん

介護
か い ご

などのサー

ビスを包括的
ほうかつてき

に提
てい

供
きょう

するサービスです。 

１ ２ １ ２ 

⑥生活
せいかつ

介護
か い ご

 

常
つね

に介護
か い ご

が必要
ひつよう

な方
かた

に、施設
し せ つ

で入浴
にゅうよく

や排
はい

せつ、食事
しょくじ

の介護
か い ご

や創作的
そうさくてき

活動
かつどう

などの機会
き か い

を提
てい

供
きょう

するサービスです。 

１ ２ １ ２ 

⑦自立
じ り つ

訓練
くんれん

（機能
き の う

訓練
くんれん

、生活
せいかつ

訓練
くんれん

） 

自立
じ り つ

した日常
にちじょう

生活
せいかつ

や社会
しゃかい

生活
せいかつ

ができるよ

う、一定
いってい

の期間
き か ん

における身体
しんたい

機能
き の う

や生活
せいかつ

能力
のうりょく

向上
こうじょう

のために必要
ひつよう

な訓練
くんれん

を行
おこな

なう

サービスです。 

１ ２ １ ２ 

⑧就労
しゅうろう

移行
い こ う

支援
し え ん

 

一般
いっぱん

の職場
しょくば

で働
はたら

きたい方
かた

に、一定
いってい

の期間
き か ん

、

就労
しゅうろう

に必要
ひつよう

な知識
ち し き

及
およ

び能力
のうりょく

の向上
こうじょう

のた

めの訓練
くんれん

を行
おこな

うサービスです。  

１ ２ １ ２ 

   

 

現
在

げ
ん
ざ
い

利
用

り

よ

う 

し
て
い
る

か 

今
後

こ

ん

ご

利
用

り

よ

う 

し
た
い
か 

利
用

り

よ

う

し
て
い
る 

利
用

り

よ

う

し
て
い
な

い 

利
用

り

よ

う

し
た
い 

利
用

り

よ

う

し
な
い 

⑨就労
しゅうろう

継続
けいぞく

支援
し え ん

（Ａ型
がた

、Ｂ型
がた

） 

一般
いっぱん

の職場
しょくば

で 働
はたら

くことが困難
こんなん

な方
かた

に、

就労
しゅうろう

の機会
き か い

の提供
ていきょう

や生産
せいさん

活動
かつどう

その他
た

の

活動
かつどう

の機会
き か い

の提供
ていきょう

、知識
ち し き

や能力
のうりょく

の向上
こうじょう

のための訓練
くんれん

を行
おこな

うサービスです。 

１ ２ １ ２ 
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⑩療養
りょうよう

介護
か い ご

 

医療
いりょう

が必要
ひつよう

な方
かた

で、常
つね

に介護
か い ご

を必要
ひつよう

とする

方
かた

に、病院
びょういん

等
とう

において機能
き の う

訓練
くんれん

、療 養 上
りょうようじょう

の管理
か ん り

、看護
か ん ご

などを提供
ていきょう

するサービスで

す。 

１ ２ １ ２ 

⑪短期
た ん き

入所
にゅうしょ

（ショートステイ） 

在宅
ざいたく

の障害者
しょうがいしゃ

（児
じ

）を介護
か い ご

する方
かた

が病気
びょうき

に

なったときなどに、 障害者
しょうがいしゃ

が施設
し せ つ

に

短期間
たんきかん

入所
にゅうしょ

し、入浴
にゅうよく

、排
はい

せつ、食事
しょくじ

の介護
か い ご

などを行
おこな

うサービスです。  

１ ２ １ ２ 

⑫共同
きょうどう

生活
せいかつ

援助
えんじょ

（グループホーム） 

共同
きょうどう

生活
せいかつ

を行
おこな

う住居
じゅうきょ

で、日常
にちじょう

生活上
せいかつじょう

の援助
えんじょ

や相談
そうだん

を行
おこな

うサービスです。  

１ ２ １ ２ 

⑬施設
し せ つ

入所
にゅうしょ

支援
し え ん

 

施設
し せ つ

に入所
にゅうしょ

し、入浴
にゅうよく

、排
はい

せつ、食事
しょくじ

の介護
か い ご

などの支援
し え ん

を行
おこな

うサービスです。  

１ ２ １ ２ 

⑭相談
そうだん

支援
し え ん

 

福祉
ふ く し

に関
かん

する問題
もんだい

や介護者
かいごしゃ

からの相談
そうだん

に

応
おう

じて、必要
ひつよう

な情報
じょうほう

の提供
ていきょう

や助言
じょげん

などを

行
おこな

うサービスです。 

１ ２ １ ２ 

     

 

 

現
在

げ
ん
ざ
い

利
用

り

よ

う 

し
て
い
る

か 

今
後

こ

ん

ご

利
用

り

よ

う 

し
た
い
か 

利
用

り

よ

う

し
て
い
る 

利
用

り

よ

う

し
て
い
な

い 

利
用

り

よ

う

し
た
い 

利
用

り

よ

う

し
な
い 

⑮児童
じ ど う

発達
はったつ

支援
し え ん

 

小学校
しょうがっこう

入学前
にゅうがくまえ

の児童
じ ど う

が児童発達支援セン

ターなどに通い、日常
にちじょう

生活
せいかつ

における基本的
きほんてき

な動作
ど う さ

の指導
し ど う

、知識
ち し き

技能
ぎ の う

の習
しゅう

得
とく

、集団
しゅうだん

生活
せいかつ

への適応
てきおう

訓練
くんれん

などの支援
し え ん

を行
おこな

うサービス

です。 

１ ２ １ ２ 
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⑯放課後等デイサービス 

学校
がっこう

の授業
じゅぎょう

終了後
しゅうりょうご

や学校
がっこう

の休校
きゅうこう

日
び

に、

障害児通所
しょうがいじつうしょ

事業所
じぎょうしょ

に通
かよ

い、生活
せいかつ

能力
のうりょく

向上
こうじょう

のために必要
ひつよう

な訓練
くんれん

や、社会
しゃかい

との交流
こうりゅう

の

促進
そくしん

などの支援
し え ん

を行
おこな

うサービスです。 

１ ２ １ ２ 

⑰保育所
ほいくしょ

等
とう

訪問
ほうもん

支援
し え ん

 

保育所
ほいくしょ

等
とう

を訪問
ほうもん

し、障害児
しょうがいじ

に対
たい

して、障害児
しょうがいじ

以外
い が い

の児童
じ ど う

との集団
しゅうだん

生活
せいかつ

への適応
てきおう

のため

の専門的
せんもんてき

な支援
し え ん

などを行
おこな

うサービスです。 

１ ２ １ ２ 

⑱医療型
いりょうがた

児童
じ ど う

発達
はったつ

支援
し え ん

 

日 常
にちじょう

生活
せいかつ

における基本的
きほんてき

な動作
ど う さ

の指導
し ど う

、

知識
ち し き

技能
ぎ の う

の習
しゅう

得
とく

、集団
しゅうだん

生活
せいかつ

への適応
てきおう

訓練
くんれん

などの支援
し え ん

と治療
ちりょう

を行
おこな

うサービスです。 

１ ２ １ ２ 

⑲福祉型
ふくしがた

児童
じ ど う

入所
にゅうしょ

支援
し え ん

 

障害児
しょうがいじ

入所
にゅうしょ

施設
し せ つ

に入所
にゅうしょ

する障害児
しょうがいじ

に対
たい

し

て、保護
ほ ご

・日常
にちじょう

生活
せいかつ

の指導
し ど う

や知識
ち し き

技能
ぎ の う

の

付与
ふ よ

を行
おこな

うサービスです。 

１ ２ １ ２ 

⑳医療型
いりょうがた

児童
じ ど う

入所
にゅうしょ

支援
し え ん

 

障害児
しょうがいじ

入所
にゅうしょ

施設
し せ つ

などに入所
にゅうしょ

する障害児
しょうがいじ

に

対
たい

して、保護
ほ ご

・日常
にちじょう

生活
せいかつ

の指導
し ど う

や知識
ち し き

技能
ぎ の う

の習
しゅう

得
とく

や治療
ちりょう

を行
おこな

うサービスです。 

１ ２ １ ２ 
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相談
そうだん

相手
あ い て

についてお聞
き

きします。 

問
とい

3３ あなたは普段
ふ だ ん

、悩
なや

みや困
こま

ったことをどなたに相談
そうだん

しますか。（あてはまるも

のすべてに○） 

１．家族
か ぞ く

や親
しん

せき 

２．友人
ゆうじん

・知人
ち じ ん

 

３．近所
きんじょ

の人
ひと

 

４．職場
しょくば

の上司
じょうし

や同僚
どうりょう

 

５．施設
し せ つ

の指導員
しどういん

など 

６．ホームヘルパーなどサービス事業所
じぎょうしょ

の人
ひと

 

７．障害者
しょうがいしゃ

団体
だんたい

や家族会
かぞくかい

 

８．かかりつけの医師
い し

や看護師
か ん ご し

 

９．病院
びょういん

のケースワーカーや介護
か い ご

保険
ほ け ん

のケアマネージャー 

１０．民生
みんせい

委員
い い ん

・児童
じ ど う

委員
い い ん

 

１１．通園
つうえん

施設
し せ つ

や保育所
ほいくじょ

、幼稚園
ようちえん

、学校
がっこう

の先生
せんせい

 

１２．相談
そうだん

支援
し え ん

事業所
じぎょうしょ

などの民間
みんかん

の相談
そうだん

窓口
まどぐち

 

１３．行政
ぎょうせい

機関
き か ん

の相談
そうだん

窓口
まどぐち

 

１４．その他
た

（                              ） 

 

問
とい

3４ あなたは障害
しょうがい

のことや福祉
ふ く し

サービスなどに関
かん

する情報
じょうほう

を、どこから知
し

るこ

とが多
おお

いですか。（あてはまるものすべてに○） 

１．本
ほん

や新聞
しんぶん

、雑誌
ざ っ し

の記事
き じ

、テレビやラジオのニュース 

２．行政
ぎょうせい

機関
き か ん

の広報誌
こうほうし

 

３．インターネット 

４．家族
か ぞ く

や親
しん

せき、友人
ゆうじん

・知人
ち じ ん

 

５．サービス事業所
じぎょうしょ

の人
ひと

や施設
し せ つ

職員
しょくいん

 

６．障害者
しょうがいしゃ

団体
だんたい

や家族会
かぞくかい

（団体
だんたい

の機関誌
き か ん し

など） 

７．かかりつけの医師
い し

や看護師
か ん ご し

 

８．病院
びょういん

のケースワーカーや介護
か い ご

保険
ほ け ん

のケアマネージャー 

９．民生
みんせい

委員
い い ん

・児童
じ ど う

委員
い い ん

 



（令和５年度参考） 

16 

 

１０．通園
つうえん

施設
し せ つ

や保育所
ほいくじょ

、幼稚園
ようちえん

、学校
がっこう

の先生
せんせい

 

１１．相談
そうだん

支援
し え ん

事業所
じぎょうしょ

などの民間
みんかん

の相談
そうだん

窓口
まどぐち

 

１２．行政
ぎょうせい

機関
き か ん

の相談
そうだん

窓口
まどぐち

 

１３．その他
た

（                              ） 

 

 

 

 

権利
け ん り

擁護
よ う ご

についてお聞
き

きします。 

問
とい

3５ あなたは、障害
しょうがい

があることで差別
さ べ つ

や嫌
いや

な思
おも

いをする（した）ことがありま

すか。（○は１つだけ） 

１．ある ２．少
すこ

しある ３．ない 

 

【問
とい

3５で、１．又
また

は２．と回答
かいとう

された方
かた

にお聞
き

きします。】 

問
とい

3６ どのような場所
ば し ょ

で差別
さ べ つ

や嫌
いや

な思
おも

いをしましたか。 

（あてはまるものすべてに○） 

１．学校
がっこう

・仕事場
し ご と ば

 

２．仕事
し ご と

を探
さが

すとき 

３．外出先
がいしゅつさき

 

４．余暇
よ か

を楽
たの

しむとき 

５．病院
びょういん

などの医療
いりょう

機関
き か ん

 

６．住
す

んでいる地域
ち い き

 

７．その他
た

（            ） 

 

問
とい

3７ 成年
せいねん

後見
こうけん

制度
せ い ど

についてご存
ぞん

じですか。（○は１つだけ） 

１．名前
な ま え

も内容
ないよう

も知
し

っている 

２．名前
な ま え

を聞
き

いたことがあるが、内容
ないよう

は知
し

らない 

３．名前
な ま え

も内容
ないよう

も知
し

らない 
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災害
さいがい

時
じ

の避難
ひ な ん

などについてお聞
き

きします。 

問
とい

3８ あなたは、洪水
こうずい

や地震
じ し ん

などの災害
さいがい

時
じ

に一人
ひ と り

で避難
ひ な ん

できますか。 

（○は１つだけ） 

１．できる ２．できない ３．わからない 

 

問
とい

3９ 家族
か ぞ く

が不在
ふ ざ い

の場合
ば あ い

や一人暮
ひ と り ぐ

らしの場合
ば あ い

、近所
きんじょ

にあなたを助
たす

けてくれる人
ひと

はい

ますか。（○は１つだけ） 

１．いる ２．いない ３．わからない 

 

問
とい

４０ 洪水
こうずい

や地震
じ し ん

等
とう

の災害
さいがい

時
じ

に困
こま

ることは何
なん

ですか。（あてはまるものすべてに○） 

１．投薬
とうやく

や治療
ちりょう

が受
う

けられない 

２．補
ほ

装具
そ う ぐ

の使用
し よ う

が困難
こんなん

になる 

３．補
ほ

装具
そ う ぐ

や日常
にちじょう

生活
せいかつ

用具
よ う ぐ

の入手
にゅうしゅ

ができなくなる 

４．救助
きゅうじょ

を求
もと

めることができない 

５．安全
あんぜん

なところまで、迅速
じんそく

に避難
ひ な ん

することができない 

６．被害
ひ が い

状 況
じょうきょう

、避難
ひ な ん

場所
ば し ょ

などの情報
じょうほう

が入手
にゅうしゅ

できない 

７．周囲
しゅうい

とコミュニケーションがとれない 

８．避難
ひ な ん

場所
ば し ょ

の設備
せ つ び

（トイレ等
とう

）や生活
せいかつ

環境
かんきょう

が不安
ふ あ ん

 

９．その他
た

（                               ） 

１０．特
とく

にない 
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ご本人
ほんにん

への質問
しつもん

は以上
いじょう

です。最後
さ い ご

に、障害
しょうがい

福祉
ふ く し

サービスや行政
ぎょうせい

の取組
とりくみ

について、

何
なに

かご意見
い け ん

がありましたら、自由
じ ゆ う

にご記入
きにゅう

ください。 

 

 

 

ご協 力
きょうりょく

ありがとうございました。 



上川中部圏域の地域課題について

　　　　

① ②

③④

⑤ ⑥

資料２



■地域アセスメント票

構成要素

①医療

②障害福
祉・介護

③住まい

（A）行っている取組、強み（インフォーマルも含めて） （B）困りごと、課題
（C）解決に向けて

実施すること、できそうなこと

・地域移行準備部会（つながり）に参加している病院間の横の
つながりはある
・医療のハードルが高いと福祉側が感じている
・看護師は慢性的な人手不足および業務多忙、地域移行支援と
いう制度を知らない等が考えられる
・1年以上の入院患者のうち、2年以上が約8割、50代以上が
約7割を占める
・長期入院者の退院先として「死亡」が多い　ただ、認知症の
場合が多い印象なので実態はどうなのか？
・医療保護入院の退院支援委員会に地域の支援者を呼ぶことは
少ない、委員会をうまく活用できていない
・入院患者の中で65才以上で元気な方等、障害福祉サービス
を利用できない制度の狭間の方が多数いる

・医療のハードルの高さとして長期間の受診待ち、
情報共有の方法、精神科以外も医療として一括りに
される、精神科医との対応や相談のしにくさ等が考
えられる
・精神科医とのつながりが少ない
・もっとフランクに話せる医療と福祉の関係の構築
が必要である
・看護師は日中の外部研修に参加しづらい
・退院の時期を逃すと高齢化して、更に退院が困難
になる傾向がある
・相談員がいない病院やクリニックと連携を図るの
が大変である

・精神科病院のことを知ってもらう、
地域の関係者と話せる機会を作る
・精神科医を招く研修・勉強会を開催
する
・つながり主催の看護師との意見交換
会（昨年度は未開催）を継続して開催
する
・院内研修を活用する

・相談支援事業所、相談支援専門員が不足している
・指定一般相談支援事業所は圏域内9か所ある
・地域移行支援を行う相談支援事業所が増えている
・日常業務が多忙にプラスして地域移行支援をお願いすると負
担が増えるのではと思ってしまう
・相談支援事業所向けの説明会（あそーと主催）を開催する予
定である

・相談支援専門員が必要なサービス利用者に対し
て、相談支援専門員が配置されていない
・地域移行支援の支給決定者数は少ない
・地域移行支援を実施できる相談事業所がわからな
い
・施設を探すより相談支援事業所を探す方が大変で
ある
・地域移行支援（一般相談支援）の認可を受けてい
ない相談支援事業所も地域移行支援を具体的にイ
メージできない
・長期入院者は障害福祉サービスを利用しないの
で、地域の関係者と関係が切れてしまう
・病院は相談支援専門員に伝えるタイミングに悩む

・相談支援事業所と対象者のマッチン
グを「つながり」でやってみる
・相談支援事業所（一般相談支援の指
定を受けていないところも含む）が地
域移行支援の流れだけではなく、相談
員の支援での葛藤等も知れる機会をつ
くる

・グループホームの数は増えている
・人手不足である

・質の向上は必要である
・グループホームを開設するのに1番困るのが人員
の確保である

・精神障害の特性等が学べる機会をつ
くる
・学生への啓発活動としてピアサポー
ターが体験発表する機会をつくる



④保健・
予防

⑤社会参加
（就労）

⑥地域の助け
合い・教育
（普及啓発）

・地域住民と当事者とのつながりが希薄である
・今年度からグループホームは地域連携推進会議の開催が義務
となった
・家族が退院を反対するのは、高齢化、過去のトラウマ体験や
長年の対応の疲弊等による関係の悪化等が考えられる
・家族教室を開催しており、地域移行支援や退院等について話
している
・民生委員に協力を得られないことがあった

（ピアサポーター）
・コロナ禍以降は病棟に入れていない
・聖台病院茶話会は継続して開催している
・全道のピアサポーターとは全道研修や会議、交流会、LINE
グループ等でつながっている

・偏見や差別等による生活のしづらさがある
・家族の身体的・精神的負担の増加によって同居や
援助が困難である
・家族が制度や障害福祉サービスを知らない

（ピアサポーター）
・医師や看護師、OT等はピアサポーターを知らな
い
・ピアサポーターも病院スタッフのことを知らない
・活動や支援の効果が体系づけられていない

・障害の理解・啓発、障害福祉サービ
スを周知する機会をつくる

（ピアサポーター）
・ピアサポーターを知ってもらう働き
かけや機会をつくる
・ピアサポーターと医療関係者（主に
精神科医や看護師等）が話せる場をつ
くる
・毎月の定例研修にオンラインで参加
や見学してもらう、一緒に勉強会など
を実施してみる
・動画やビデオ、画像等の映像を活用
して活動を知ってもらう

・市町の障害福祉担当者は事務作業がメインである
・市町の担当者は精神障害者と直接かかわることが少ないが、
自立支援医療や手帳等の更新時に毎年、窓口で会っている
・地域移行支援の事例がほぼない
・市町の担当者は地域移行支援やにも包括について我が事と
思っていない印象がある
・市町の担当者は人手不足であり、業務を兼務をして多忙であ
る
・R5年度から旭川市内の相談窓口を地区割にした

・市町の担当者は長期入院者および地域移行支援の
イメージがわきづらい
・個別ケースや課題について検討する機会が少ない
・担当者は窓口での対応が減っており、当事者をイ
メージしにくいのではないか
・旭川市内の基幹・委託・特定相談支援事業所、そ
れぞれの相談窓口としての役割が明確ではない

・研修会や事例検討等を実施する

・相談窓口の役割の整理が必要である

・地域移行支援は生活支援が主体であり、日中活動
の優先度が低く、地域移行における就労支援事業所
の役割や理解を深められなかった

・就労にスポット当てた研修会や事例
検討等を実施する








